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　第２章（Formulaic Sequences in Context-Independent Processing）は、３つの実験結果報告より成っている。
実験１は、フォーミュラ連鎖の心的実在を、文脈を持たない単独実験により明らかにしようとしたものであ
る。日本人大学生51名（上位群26人、下位群25人）に対し、パソコン画面に、（a）British National Corpus（BNC）
における単語連鎖としての出現頻度が高い50のフォーミュラ連鎖（FS）＜例：agree with, be divided into, 
sit down など＞、（b）FS 中のキーワード１語を別の語に入れ替えた文法的な単語連鎖50の非フォーミュラ
連鎖（NonFS）＜例：hurry with, be invited into, ﬂy down ＞、（c）語順を無作為に入れ替えた50の非文法
的な語連鎖（UnG）＜例：with begin, with have trouble, down knock など＞を視覚提示し、語順が適格で
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フォーミュラ連鎖を含む文（フォーミュラ連鎖：In / general /, access / to / clean / drinking / water / is 
regarded as / a / basic / human / right. など、非フォーミュラ連鎖：In / general /, access / to / clean / 





























　次に第４章（Eﬀects of Exposure Frequency on Productive and Receptive Knowledge of Multi-word 
Expressions）では、フォーミュラ連鎖を対象にした学習実験（実験６）が報告されている。実験６では、
42人の大学生（上位群21人、下位群21人）に対し、1. it is possible to, 2. are in a hurry, 3. save the price of, 4. 

























































































暗示していることにも注目したい。Canale and Swain などが提案しているコミュニケーション能力は、（1）
文法能力（grammatical competence）、（2） 社会言語能力（sociolinguistic competence）、（3）談話能力（discourse 
competence）、（4）方略的能力（strategic competence）などから成り立つ。これまで我が国の英語教育では、
語彙・文法などの言語知識にもとづいて、これまで聞いたことのない新たな文でも正しく理解し、これまで
発したことのない新たな文でも間違いなく産出できるという、（1）の文法能力の育成をその中心に捉えてき
た。これでは、コミュニケーションに支障をきたさないように、一定の時間内（通例１秒以内）に反応する
べく、自動的かつ流暢に処理を行う「心理言語学能力（psycholinguistic competence）」などは育成されない。
フォーミュラ連鎖の習得、特にその潜在的学習の導入は、このような心理言語学能力の育成、すなわち流暢
な言語運用を可能にしてくれるものである。本論は、この意味で、今後の日本の英語教育の進むべき方向を
実質的に左右する重要な成果であると評価できるものである。
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　以上、本委員会は、本学位論文の内容を慎重に審査し、2014年７月２日に実施された公開の口頭試問によ
る最終試験の結果を踏まえ、磯辺ゆかり氏が博士（言語コミュニケーション文化）の学位を授与されるにふ
さわしいとの結論を得たのでここに報告する。
